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19B3年 に 発生 した 圓本 海 中部地 震 は 、 豊 富 な映 像記 録 に よ り
一

般市 則 こ も津

波の 恐 ろ しさや 挙 動 の す さま じ さを 鮮明 に 見せ つ け て く れ た ま れ な 例 で あ る 。

津波 に 限 らず 地 学現象 に 起 因す る 災謇 を経験 す る機会は 非常に 少 な く 、 こ の た

め 防災 対 策 もお の ず か らお ろそ か に な りが ち で あ る 。 時 に は対 策 の 必 要性そ の

もの す ら忘 れ て し ま うこ と も多 い 。 こ の よ うな こ とか ら も 、 先 の 地 震 津 波 の 映

像記 録 は 各機 関の 防災担 当 者だ けで な く 、 多 くの 人 々 が 津波 災 害を疑 似 体 験で

きる 貴重 な 資料 で あ る 。

本稿で は 静岡 県 の 津波 対 策 に つ い て の 基 本 的 な X え方 、 避撫 膕 の 方 針 ・ 津

波対 策海 岸 整備 事 業 の 現 状 、 県 民 の 防 災意識 の 変化等 に つ い て 、 19T9年 以降に

行 わ れ て きた津波 防災 対 策 の 現 状 か ら得 られ た課 題 に つ い て 検 討 し た 。 こ の 中

に は 各 方 面 で の 防災 意 識 の 低 下 な ど 、力 つ くの 防 災対 策 だ けで は 解決 困難な課

題 も見 られ る 。 これ ら を 踏ま え 、 行 き着 く とこ ろ は 災害 に強い 街造 り を総 合的

に 行 うこ とが 、 時 間 が か か っ て も最善の 方策 で あ る t とが 分 か る 。

　 本稿は 建築防災協 会 発行 の 「建 築 防災」 誌 く1992）に 掲 載 され た もの の 写 しで

あ る こ とをお 断 りす る e
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東海地震津波防災対策の 現状

岩　田　孝 仁

　 静岡県地震対策課

1．　はじめに

　19B3　“に発生 した R 本海中部地震は、豊 富な映像配録

に よ り
一般市民 に も津波の 恐 ろ しさや業動 の すさま じ さ

を鮮 明 に見せ つ けて くれ た まれ な 例 で あ る。津波に 限 ら

ず地学現象に起困する災害を経験す る機会は非常に少な

く、こ の た め 防災対策もおの ずからおそ ろ か に な りがち

で あ る 。 時 に は 対策の 必 要性 そ の もの す ら忘れて しまう

こ と も多い 。 こ の ようなこ とか らも、先 の 地震津波の 映

像紀録 は 各機関 の 防災担当者だけ で な く、 多くの 人々 が

灘波災害を疑似体験 で きる貴重な資料である 。

　以下 に述べ る静岡県 の 津波対策も、 乏しい 過去の 経験

や 最新 の 知見に 基づ く予淵を対策立案の 基礎とし、 現在

考えられ る最善の手段を用い る よう努力して きた結果 で

ある 。 しか し津波現象が実体験と して なかなか 理觧で き

ない こ とに よ る対策の不備はまだ残されて い る 。

2．津波に よ る被害

2．1 潔波被害記録

　日本付近を襲う津波 は、魔因別 に大きく2 つ の パ ター

ン に分けられる 。

一つ は海溝型の 匝大地震に伴っ て 起 こ

る津波 。 もう一つ はチ リ沖等の 太平洋はる か彼方か ら伝

搬 して くる津波で ある。

　静岡県内 に も隷波 の 被害記録 は 多く残 っ て い る 。 しか

し現存者が体験 を持つ 津波の 事例 は、19Z3年関東大地震

津波、1944年東南海地震津波 、 麁946年南海地震渾波そし

て 匸960年 の チ リ地震津波と，わずか 4 例 しかない 。 中で

も関東大地震 で は熱海で 最大 12m、儚東で 7m （い ずれ

もTP 標高）に 及ぶ 津波高を記録 し、伊豆半島東海岸一

帯に 大きな津波被害を発生させ た t）
。

　 しか し駿河湾か ら遠州灘 に い た る東海地域 沿罎で は、

巨大津波の 襲来は 1854年安政東海地震津波まで歴史をさ

かの ほらなければならない
。

こ の 地震に よ る各地 の 津波

高 は概 ね 5 〜6m （TP 標高） に及 び、沿岸一帯で多数の

家麗 流出や 人的被害を生 じた こ とが多くの 古文宙記録 に

見 られ る 2，
。 また東海地域で 100 〜150 年毎に繰 り返 し

発生する東海地震におい て も、 ほ ぼ 同規模の 津波被害 が

発嬢 してい る 3）
。

　こ の よ うに 静岡県は 過去 に繰 り返 して 巨大津波 に 襲 わ

れ て い る が 、 三陸沿岸地方 の ように 多 くの 人 々 が 自己 の

体験として 津波被害を知 っ て い る の で は な く、 過去 の 歴

史で しか知らない 地域で ある。 こ の ため、津波を高潮や

洪水 の イ メ
ー

ジにオ
ーバ ー

ラ ッ プさせ た り、

’
また過度の

被害イ Pt　一一ジ を抱い た り、 とい う譲っ た餒職 も生 じ、津

波対策全般に多くの 囲難が伴う。

2．2　津波に よる被害程度

　津波の被害は 、 地震 の 規模や沿岸で の津波波高 、 流速

等の 様 々 な要因に よ り変化する 。 表一1 は過玄 の津波被

書 の 事例 か ら、主に沿岸 で の 津波波高を指標 とした 津波

の 強度 と建物等の 被害の めや すで あ る 4｝
。 例 えば波高

3m の津波が 襲来した墳合 、 大半の 木造家歴 は 全面破壌

をす る が 、RC 造 の 建物 は充分持ち こ たえる 等、津波が

実際に襲来 して きた場合の 被害の様子 が 銑 み取れ る 。

　図
一1ts　1854年安政東海地震の 記録を基 に推定 した 東

海地震津波浸水高で ある 。 この津波 に より発生す る静岡

県内 の 被害は 以 下の ように推定さ れて い る 。

　 ・各沿岸 に おける津波高は、 5 〜6m

　 ・地鰻発生後 、 早い とこ ろ で は 2 −− 3 分で津波の 第

　　 1 披力倒 違 す る。

表一 1 灘波強度に よ る漣波形態と被害程度の 分類 （首

　　　藤 1992 に よ る）
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　　　図一 1　1854年安政東海地醍に よ る静岡県沿岸の津波の推定高さ

矢印で囲ん だ数字は構造物等の設辭用に用い た津波高。 ｛単位 ：1rP標高 、
　m ｝

N

・突然地震が 発生 した 場合の 鼓害 の 想定 は、

全壊流出

半壊凍上浸水

死　者

重傷者

z800世黹

2s，ooo世帯

2．800 人

2，300人

　　 ｛　1978年当時 の 静岡県人口 337万人が想定の前提と

　　　な っ て い る）

　一一
例 と して開口部の 大きな港 を抱え、 か つ 海岸に面 し

た低地 に 市街地 が広 が る 清水市で は 人口 の 約 10％ 、 また

焼津市で は人口 の 30％ が 、 津波浸水予想区域に居住する

結果 と なる 。

3．東海地震説を受けて変化 した防災対策

　今で は有名に なっ た東海地震説 も1970 年代前半は遠州

灘地震説等 と呼ば れ 、 内容も 1944年に熊野灘が ら遠州灘

に かけて発生 した東南海地震の再来が い ずれ やっ て くる 、

とい う程度 で あ？ た 。 この ため 、 行政 も住民 も特別 の 地

震対策を行っ て は い な か っ た 。

　1976年に な り、 東海地震説 が 発表され 、 学会を賑わ し

た o フ ィ リ ピ ン 海プ レートの沈み込 み境界で あ る 駿河湾

か ら御前崎沖の駿河 トラ フ を震源 と．するマ グニ チ ュ
ー

ド

8 ク ラス の 巨大地震 の 発生が 間近に迫 っ て い る との指摘

で あ る 。 早 急 な対策 の 充爽が 必要で ある こ とか ら、

1978年 11 月に は大観模地震の 予知を前提とした事煎の

地震防災対策を講じ る制度や体制を確立す る ため 「大規

模地震対策特別措置渕 が制定され、東海地震 で 激甚な

被害が 想定され る東海地域の 6県 ！70市町村 （現在は

且68市町村）が 地震防災竝策強化地域 と して指定された

（図一2 ）。

　本法の大 きな特徴は 、 地震予知が 鯛皮として行われ 、

危険が 迫 る と事前 に 「警戒寛言亅が 発命 され 、 地震予知

を前提 と した対策を とる こ とで ある e 津波 や 山崩れ の よ

うに 予 め危険性が 予測され る 災害に対し て は、的確な地

震予 知警報を発す るζと に よ り、被害を大幅 に軽減する

こ とが期待される。

4．津波対策の方針

　津波防 災対策の 基本は 、 まず第
一に 人命を守る こ と

、

一
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図
一一2　東海地 震 の想定饅源域 と地 震防災対聚 強 化地域

蔚想震源域

　　 （6 県 瞎68 市町村）

そ して 第 二 に は 財産 や 祉会資本、すな わ ち住家や 田 畑、

生産施設．輸送施設 、 港湾施設等の被害をな くす こ とで

あ る 。 こ れ らを目標に据え 、 比較的短期 冏で 実行可能な

対策を、徹底する必要があ る 。

4．1 地震だ　津波だ　すぐ避難

　最近 は 白然災害 に対する過信 か ら 、 まさか と思う よ う

な とこ ろ で 災害が 発生 L て い る 。 津波に よる人的被害を

な くすた め に は、津波の 危険地域か らい ら早く避難する

こ とが必 要 で ある 。 もし沿岸に 居 て 大 きな地震 を感じた

ら ． す ぐ高台や 安全な地域 まで 避難す る こ と を徽底す る

ため、静岡県 で は 「地震だ 津波だ す ぐ避難 ！」をス

ロ ーガ ン に、啓発 活動 を続け て い る。

　防潮堤な どの 構造物は 、 津波の 漫永速度を遅 らせ 、ま

た物的被害を軽減す る 効力 を持 つ が 、 津波の浸水を完全

に Wt4h．す る まで に は至ら ない とい う認臓を前提 に、、津波

が 到達す る まで の短時間 に、躅躇な く避難がで きる よう、

事前 の 準備を行うこ とが必要で ある 。 津波対策用構造物

の 整備 も効果的で あ るが、一
方 で 住民意識 の徹底 した啓

発 、また 迅速な避難が で きる よう避難施殺の整備、併 せ

て 避難計画 の 充 爽や 訓練 が 重要 で あ る o い ず れ に せ よ  

人命の 安全 を防災対策 の 第一
目標と位概づ け、隷波対策

の 基本は、的確に住民が 避難で きる対策に重点がおかれ

て い る e4

．2　避難計面の 策定

　 地震予知 の 可能性 が 出 て きた こ と に よ り 、 際岡県内の

市町村は 2 つ の ケ ース を想定 し、避難計画を定め て い る 。

まず、東海地震の ように事前に その 発生を予知し警報が

出され、津 波の 襲来 まで に時問的な余裕が有 る ケ ース 、

もう一一つ は突然 、 地震が発生 し、時閧的な余裕が ほ とん

ど無く津波が襲来するケ
ー

ス で ある。 各市町村では津波

災害 だ けで なく、山崩れ や 地震火災等、地震災害全般に

わたっ て、これら 2 つ の ケ 暗ス を想定した避騨 †画を定

め る こ と とな っ て い る。

　図
一3 は 、

こ の 2 つ の ケ ース に お け る 避難計画の パ

ターン で ある 。 まず警戒宣霄が発令 された場合 に は ， 予

め危険 が 予測で きる 津波 や山崩れ危険予 想地域 の 住民は

市町村 の 指定する避難地へ 避難す る e

一
方、突然地震が

発生 した 場合 に は 、 津波の 危険予想地域 の 住民は 地震 を

感 じた らすぐに近くの高台、も しくは津波の 及ば な い 地

域や避難地等に
一
刻を争 っ て避難するこ ととなる 。

　しか し 、 地域 に よっ て は 安全地帯まで 相当遠距離 を 避

難しなけ乳ばならない とこ ろもある 。 こ の ため 、 津波危

険予想地城 の 中で も、500rn以上避難 し な け れ ば安全地

域 に到逮 しない 地域 を、避難 困難地区と称して い る 〔図

一4 ） 。 地区内の 逃げ遅れ者に対処す る た め、地区内の

3階建 て 以 上 の 竪牢な ビル を避難 として 指定 し、い ざと

い う時 に は ビ ル に 駆け、kが れる よ うな措 置が 取 られ て い

る 。

　 こ の 避難 ビル は、緊急 の 場合に は夜間で も駆け上がる

こ とがで きる よう、所有者の 同意 は もちろ ん 、ビル の 外

側 に 緊急 用の 階段を股けた り、入 口 の 鍵を地元の 自治会

に預ける など、緊恵時 に 速や か に 使用 で きる よ うな措置

が講じられて い る （写真一 1）。

4．3　清水市 の 例 （図一5 ）

　 清水港を抱える 清水市の 折戸湾で は東海地震 の 発生 に

よ り概ね 3 〜4m （rv 標高｝ の 津波が 襲来す る こ とが 予

想 され て い る 。 中心 市街地 の うち約 1’4 を 占め る 2，

3（｝Chaが津波危険予想地域 に骸当し、危険地域内 で 約 69
，

000人の 人々 が 活動してい る （清水市の 総 人 口 は 約 25 万

人） 。

　清水市 で は避難地が 20 箇所、面積に し て “ha を指定

して い る 。 主に学校や公園等の 公 的空 闖 が 避難地 と して

指定 されて い る た め 、 必ずし も最適な配置が望 め ない 地

域も存在する 。 この た め避難困難地区には全体で 70棟の

避 難 ピ ル を確保 し安全捲置 に 努め て い る 。

4，4　津波堤防等の 建設

　 避難対策の 充実を図 る
一

方で 、津波の 浸水範囲を少し

で も狭めるため、国や梨等に よ り津波浸水防止施設の整

備が進め られて きた 。 主には 海岸や 河川堤防 の か さ上げ

で、こ れら津波対策事業 〔緊急整億事業）は静岡県だ け

で も 1979年か ら 1990年の 墓2年間 に約 34！憶円の 事業費

を投 じて 整備 され、現在も継続され て い る 。

　 緊急 に 事業を完了す る た め の 工夫とし て t 例えば 河川

堤防の 整備 に時冏や 経費がかか りす ぎる場合 に は、河口
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a 　警戚宣君売令時の 避 薙 パ ターン

b　突然， 地震が 発生した場金 の 避難パ ター
ン

図
一3 大幾撥な地齪災害 を想定 した 場合の避雄 の パ タ

ー
ン 。 警視宜言が発令され た場合と 、 突然地袰

　　　　が発生 した場合の対応 は少 し異な る 。

遣 翦 ピル

図
一4　海岸付近の津波対策用避難計画の イ メージ図。

　　　安全地帯まで 500m 以上離れた地区を避薩困難地

　　　区 と称し、ysげ遅 れ者対策の た め、地区内に避難

　　　ビル を確保。 写真一 t 外階段を有する津波避難ビル

に 大規模な水門を整備 し、河坿か ら の潔波 の 遡上や 浸水

を阻 止して い る 。

　自然海岸の ま ま で も海岸砂丘の 高 さが充分高 く、津波

の 浸水 を 妨げる 所も多くあるが、人 口 が密集して い る 地

域 は、概ね 海岸線に 港湾や漁港を抱 い て い る こ と が多 く、

その 機能を維持する ため には
一

概に堤防等で 海岸緯 を閉

め切 る こ とが不可能で あ る 。 この た め 、 先 に紹介 した滂

水港や焼 津漁港、御齣崎港等 で は海岸線を堤防で締め切

るの で な く、 港湾や 漁港の 外周 （内陸側） を堤防で 閉め

切 る よ うな整備が続けられ て い る 。

　津波の 浸水を防止する構造物の整衛は 、 反面で美観を

損ねる 。 眺望が悪 くなる 、 港が使い づ ら くなる等 、 地域

住 民 の 反発 を招 くケ
ー

ス も見 られる。 とくに 観光地で は

海の 眺望 が大きな資源とな っ て い る た め、堤防の 高 さ を

計画 よ りも低く して 整備 した り、ま た 全 く堤防 の 建設が

行えな い 地区も生 じて い る 。

　こ の ため隷波対策の 全 て を櫞造物の整備だけで まか な

うこ とは 困難 で あ り、避難対策等その 他の 対策 と調和を

とる こ とが重要 に なる （写真
一2 ） 。

一175一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

」嶝

　

ラ

尋

p

岸

丁

m

図
一5　静岡県清水市に お け る海波危険予 想 地域 の 分布と、避雌地や避雄ピル の 配置。浸水予想区 域内の

　　　　破線は、浸水の 深さの 推定値。
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驪灘：灘
ご

「

写稟
一2　海水浴客等 が 迅速 に 海岸 か ら避難で きる よ う

　　　階殴状に な っ て い る海岸堤防。
ベ ン チ代 わりに も

　　　活用される。

　　 （清水市真崎海水浴場｝

5，浮上 して き奉問題

5．1 防災意識の低下

　自然 災害に 対す る 防災意識 の 低下 に つ い て は 、従来か

ら多くの 人 が 指摘して い る 。 東海地震説を深刻 に 受け止

め た 静岡嚇に おい て も、 最近 で は各機関 や 住民 の 防災意

識が薄れ て きて い る の で は な い か との 指摘が 新聞紙上等

で しば しば見られ る 。

　静岡梨が 隔年に 実施 して い る 県民の 防災意識調査に よ

る と、東海地震に対す る関心 の 度合 は少 しつ つ で ある が

低 下 傾 向 に あ り、と くに 20歳 代 の 人 の 関心 度 は 、

1933隼の 83％ か ら 1989年の 69％へ と、、k幅 に 低下 して

い る。また、非常持出 品や 非常食料、飲料水の 備蓄等、

防災 に 対す る準備の 度 合も年 々 低
’
ド傾 向 に あ る （表一・

2 ｝
s｝

。

　 ［1の 前に 漫然と東海地震発生の 不安が あっ て も、［1々

の tlt活 の 中で 、 継続し て危機意識 を持 つ こ とは な か な か

困碓 で あ る 。 まさに 「災害は 忘れた頃 に や っ て くる 亅と

い う格言どお り．住民 の 防災意議 の 低下 は今後の 大 きな

課題 となる 。

5，2　防潮堤等に対す る過信

　 防潮堤等の構造物の 整備は、 津波浸水危険区域 の 減少

に は つ なが る もの の s 完全 に津波の 浸水を阻止す る もの

で は ない a 地震 に よ り構 造 物 が 被災す る 可 能性 もあ る 。

　また港を抱 える地域の ように 、も と もと津波 の 浸水を 防

　ぐこ とが 困難 な地区も多い 。

　　しか し津波堤防等の 整備が進むに つ れ、構造物に対す

　る安易な過信も生 まれ で きた 。 目 の 前 に 高 い 堤防が構築

　され る こ とに より、全面的 に 津波 の 浸水が阻止され る の

で は ない か とい う安易 な安心感 が 生 まれ、自分 た ち  地

表一2　静岡県の県民意識調査に よ る防災意識 の推移

　　 a 東泡地震に対する関心霞 （関心を持つ》

b　防災に対する準備度合

域 が 避難を必要 とする地域 で あるこ とを自覚しな くな っ

て し まう。 思 わ ぬ 被災に 備 えて 安全を確保す る よ う．危

険性 の 認識 と避難行動 に対す る充分な訓練 を身に付け て

お く必要 がある 。

6． まとめ と して　…　災害に強い 街造 り

　事故 や災害の 防止の ため に は 、 フ ェ イ ルセ ー
フ や フ

ー

ル プ ル
ー

フ の 思想が様々 な施設や 機器 に 取 り入れられ て

い る 。 静岡県内で 使用 され て い る プ ロ パ ン ガ ス ボ ン ベ の

うち既に 76％ に は 、 出火拡大防止の ため に 開発 され た 緊

急遮断装置が取り付けられ 、ま た 石 油 ス ト
ーブ の 感振自

動消火装置が 全国的 に 義務 づ け られ て い る こ とも、こ の

思想が背景 に ある 。

　建築物 の耐震性に 関 して も、 耐震設計基準 の 改正 に伸

V丶 利用者が 知 ら なくて も少しつ つ 耐震的な建物が用意

され る よ うに なっ て きて い る。津波災害 に 対 して は 直接

的に は防潮施設等の整備が奚櫨され て い る 。 しか し、こ

れ ら の 直接的 な施設の整備だけで は先に述 べ た障害もあ

り、完全 な 防御 を期する こ とは困難で あ る 。

　津波 も含め 、 自然災害 に 対 して もっ と総合的な安全施

設 の 整億 が必要に なっ て くる の で は な い か と考える 。 例

えば、海岸付近の 市街地に狭くて も小高 い 公園が多数あ

れ ば 、 津波に 対す る避難 場 所 の確保に な る。港 の 周辺等

で木造住宅 が密集する 地域 を、市街地 再開発事業簿に よ

り連続し た不燃化住 宅等に建て替えれ ば、火災の 延焼防
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止とともに、津波の波力を軽減し、また避難ビル として

の 役削も期待される 。

　tw−‘的な防災対策事業だけで な く、 自然災害の発生や

拡 大防止 を し っ か り と 巳標に据えた街造 りが望 まれ る 。

地震災害の ように各個人で繰 り返し経験を積む こ とが 困

碓な災害に対して は 、 とくに必要で あろう。
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